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熊取町教育委 員会で は本町野 田周辺 に所在す る東 円寺

跡 にお きま して発掘調査 を実施 して きま したが、 この た

びまた新 たな知見を得 る機会を得 ま した。

今回の調査で は 12世 紀 か ら 14世 紀 までの当時東 円

寺を支えて いたであろ う集落の一部を検 出 し、その集落

の一部で工房跡 とみ られ る建物を検 出 しま した。 また、

遺物 と して瓦器婉 を中心 に中世の 日常雑器が多量 に出上

しています。 この ことか ら中世の集落の一端 を窺 い知 る

資料が得 られ ま した。 これ らの資料を さらに蓄積す るこ

とによ って いずれ東円寺跡周辺の中世があ き らか に され

ることとお もわれ ますが、 それ は熊取町のみ な らず、泉

南地 区全体の 中世をあ き らかに して い く基礎 となるで し

ょう。

本書が私 たちの先人の生活 を知 るうえで、 また熊取の

歴史を明 らか にす るための 資料 と して少 しで もお役 にた

てば と念願す る次第であ ります。

なお、今回の調査に際 し、全面的な ご協力を賜 りま し

た くまとり泉州興産株式会社 並びに現地での調査お よび

本書の作成 に ご尽力 いただいた方 々に対 し深 く感謝の意

を表 します。

平成元年 5月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長 山 中 長 正

き′りヾは
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1.本書は、熊取町教育委員会が くまとり泉州興産株式
会社か らの依頼を受けて昭和 63年度に実施 した東円寺

跡の88年 -1区 、88年 -2区 、88年 -6区 の調査概要
報告書である。

2.調査は熊取町教育委員会発掘調査嘱託員井田匡を担
当者として東円寺跡88年 -1区・ 2区の調査を昭和63
年 4月 27日 に着手 し、平成元年 1月 28日 終了 した。

東円寺跡88年 -6区 の調査を昭和63年 12月 24日 に着
手 し、平成元年 1月 28日 終了 した。

整理作業については昭和63年 4月 27日 に着手 し、平

成元年 5月 31日 終了 した。

3 調査に要 した費用は全額が くまとり泉州興産株式会
社の負担によるものである。

4.調査の実施と整理にあたっては、調査補助員岩根幹
一、久世公一、大宅一紀、井手口大作、幸前和裕、池

辺吉也、義本哲司、岡崎喜一、覚野和代、腕野登志、

富村伊都子、小田貴子、辻本栄子、浅野佳子、安福佳

代、安田律子、大門由香里、管野幸子、岸田浩美、戸

谷真理子の諸氏の参加を得た。また、 くまとり泉州興

産株式会社・大森組・竹口文化財土木工業所 。関西航

測株式会社並びに関係者各位より多大な協力を得た。

明記 して感謝の意を表 したい。さらにくまとり泉州興

産株式会社代表取締役川畑勇氏と泉州興産株式会社の

勝村泰智氏には報告書発刊の間際まで何かとご尽力い

ただいた併せて感謝する次第である。

5.本書中の標高は東京湾平均海水面を基準とし、方位
は地図以外は磁北を示す ものとした。

6.本書に掲載 している遺物については本文、図版及び

口



挿図中同一番号及び同一記号を使用 している。

7.本書の執筆・編集は井田がおこなった。

8.調査にあたっては写真 。実測図等が記録を作成する
とともにカラースライ ドを作成 した。広 く利用される

ことを望む。
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東 円寺 跡 発 掘 調 査 概 要・ Ⅲ

第 1章  は じ め に

第 1節 位置と環境

東円寺跡は、大阪府泉南君陣〔取町大字野田に所在し、熊取町役場及び公民館周辺に位置してい

る。付近の地形は埋積谷と段丘面で構成されており、標高は海抜 32mか ら40mを測る。

遺跡の範囲は、北は大原地、南は大井出川・住吉川、西は口無池、東は町立中央小学校東側の

段丘までで、東西 9001n、 南北 400mの 広がりを持つ、奈良時代から江戸時代にかけての寺

院跡と集落遺跡である。

東円寺跡の存在する大井出川 。住吉川流域には、他にも遺跡が多く存在しており、熊取町内で

は大浦中世墓地 。□無池遺跡・紺屋遺跡 。大久保 B遺跡・大久保D遺跡が存在する。さらに下流

の泉佐野市域では、山出遺跡 。檀波羅密寺 。井原の里遺跡・湊遺跡などが存在する。大井出川・

住吉川流域周辺では、あらたに遺跡が発見される可能性は極めて高く、その位置と範囲の確定は

今後の課題である。

第 2節 既往の調査

東円寺跡は、昭和 52年発行の大阪府文化財分布図にその位置と範囲が初めて掲載された.遺

跡となったのは範囲内で古瓦なとの遺物が多量に散布していることと寺に関係する小字名と考え

られる大門、どぶ池 (堂の池)・ 豊寺 。東曜寺 。東円寺
。堂の後などの小字名を持つ水田が、一

カ所に集中して存在することから遺跡として取り扱われることとなった。

東円寺跡での既往の調査としては、範囲内を東

西に横切る外環状線の建設に伴い、大阪府教育委

員会により、昭和 57年から59年の間に 3次の

調査が実施された。また、熊取町教育委員会にお

いても消防署の建設に伴う調査をはじめとして、

個人住宅などの建築に伴い数次の発掘調査を実施

してきた。その結果として、平安末期の創建と伝

わる寺そのものに関係する遺構こそは、検出され

ていないが、奈良時代から近世までの建物跡・柱

穴群・水田・畑 。灌漑用の水路などの遺構を検出

しており、寺に関係すると思われる瓦や多種多様

な遺物が出上し、東円寺 (跡)を支えていたと思

われる『経済基盤』としての集落の存在を窺わせ

る資料が既往の調査によって得られている。
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第 1図  熊取町の位置
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第 3節 調査に至る経過
熊取町大字野田2133、 2134番地において、くまとり泉州興産株式会社が宅地の造成を

計画し、昭和 62年 12月 28日付で文化庁に土木工事に伴う埋蔵文化財の発掘届出書が提出さ

れた。そののち、熊取庁教育委員会に昭和 63年 1月 6日付で、埋蔵文化財包蔵地の存在確認調

査依頼書が提出された。これを受けて、熊取町教育委員会では同年 1月 18日 に、機会により試

掘調査を実施し、遺構及び遺物包含層を確認し、同年 1月 25日 人力による試掘調査を実施した

ところ多量の遺物と遺構が検出された。

これに基づいて遺跡の取り扱いについて、熊取町教育委員会とくまとり泉州興産株式会社の双

方で協議を重ね、遺跡の重要性に鑑んで昭和 63年 7月 に掘削を予定している道路部分と住宅が

建築される650平方メートルについて東円寺跡 88年-1区として調査を実施した。さらに、

昭和 63年 12月 23日付で残り4001ゴ にまいての取り扱いについて協議し、250ぶについ

て東円寺跡 88年 -6区として調査を実施した。

第 4節 地区の名称と遺構の呼称について

東円寺跡 88年 -1区では、 5m四方の調査地区の地区割りを実施した。南北方向は、アルフ

ァベットによる地区名で呼称し、西端よりA・ BoC・ Dと表す事とした。東西方向は、アラビ

ア数字による地区名て呼称し、 1・ 2・ 3・ 4と表す事とする。本書中でも遺構の位置等の表し

方は、これに準じてAl、 B2と表す事とする。また、東円寺跡 88年-1区での南北の基準線

-2-
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第 3図  調査地地区割 り図

は西へ 40° ぶ、っている。

東円寺跡 88年 -6区でも、 5m四方の調査地区の地区割りを実施したが、南Jヒ方向は、アル

ファベットによる地区名で呼称 し、西端よりA' ・ B' 。C' ・ D' と表す事とした。東西方向

は、アラビア数字による地区名で呼称し、 1・ 2・ 3・ 4と 表す事とする。本書中でも遺構の位

置等の表し方は、これに準じてA' 1、 B' 2と 表す事とする。

また、東円寺跡 88年 -1区において、調査を実施する最に遺構については、検出した準に遺

構の略称とアラビア数字を組み合わせて呼称することとした。略称は溝をSD、 柱穴をPit、

建物跡をSB、 棚列 。杭列を SA、 土墳を SK、 焼土墳を SH、 不整形土墳を SX、 その他の遺

構は遺構の種類で呼称したが、本書中でもこれに準じて SD-1、 SD-2と 呼称することとす

-3-



P+428m

TP+426m

TP+42.787m

TP+42787m

|

|

TP+42.8m

11
13

TP+428m 15~     ]7

19
21

盛土

黄褐色粘質シルト層

明茶褐色粘質シルト層

暗灰色細砂層

黄灰色粘質シルト層

紫灰色粘質土 (砂混じる )

B音茶灰色粘質土

灰自色シルト層

明赤掲色シルト層

暗茶褐色粘質土

黄褐色粘質土

晴責得色粘質土

紫灰色粘質土

茶紫灰色粘質土

2 旧耕土
4 淡灰褐色粘質シルト層  1区北壁断面
6 淡灰茶褐色粘質シルト層
8 褐色粘質シルト層
10 紫灰色シルト層
12 晴紫灰色シルト層
14 淡灰自色シルト層
16 床土
18 明責褐色シルト層
20 暗責褐色粘質土
22 責種色シルト層
24 責茶色粘質土 (マ ンガンDI混 じる )
26 暗紫灰色粘質土

6区西壁断面

「
引
「
∃

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

23
25
27

6区 Aト ンンチ東壁

第 4図  東円寺跡88年 -1区・ 6区土層模式図

m



。^ヽ。。
[ 。ι。。°

00

0ρ

。
　
Ｏ
　
　
ｏ

/
第 2卜 L/ン チ

東円寺跡 88年 -1区

第 1ト レンチ

00°

品

ゾ

こ

LSK-6

Ю

OSK‐
い

。
　

。^

ｏ
　

Ｏ

ｏ
θ

馳

Ｖ

②

『

ｏ
。

０

　

●

Ｏ
・ρ

O  l  O

町2

oキ 3
鰤

○

(D。

O  o

第 4卜 L/ン チ

%翻Э
東円寺跡 88年 -6区 Aト レンチ

第 5図  東円寺跡88年 -1区 ・ 6区平面図
東円寺跡 88年 -6区 -5～ 6-



る。また、東円寺跡 88年 -6区においても調査を実施する最に遺構については、検出した順に

遺構の略称と番号を組み合わせて呼称することとした。略称は東円寺跡 88年 -1区と同じ方法

で呼称するが、本書中では遺構名が重複することを避けるために、出土順に番号の前にアラビア

数字の 0を組み入れてSK-02と 呼称することとした。

第 2章 調 査 結 果

第 1節 調査の概要

調査を実施した地点は、小字名ではたらり若しくは多々良と呼ばれる地点であり遺跡範囲の東

端に接する部分である。現状は水田で、地表面のレベルは周囲の水田より約 400n程高く、標高

は 3 9cm前後を演1る。

検出した遺構としては、東円寺跡 88年-1区については溝が 9条、棚列が 1列、建物跡が 4

棟、土墳が 3基、不整形土墳を 3基検出し、柱穴や鍬跡も多数検出した。また、東円寺跡 88年

-6区については溝が 9条、建物跡が 2基、土墳が 3基、不整形土墳を 2基検出し、柱穴も多数

検出した。遺物の量は多く、主に 12世紀から14世紀までのもので、遺構に伴う遺物が多かっ

たcただ近世の遺物の極端に少ないことから近世以降に削平をうけているものと思われる。

第 2節 東円寺跡 88年 -1区の検出遺構

① 溝

溝は全部で 11条検出した。 SD-1は 最大中 2.4m、 最小幅 4 0 clll、 深さ約 3 0cmを測る。
遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺物としては、瓦器婉 。瓦器小皿・土師器小皿・常滑の甕 。東

播系こねばちなどの破片が出土した。

SD-2は 最大幅 1 3m、 最大巾 2 0cm、 深さ約 3 0cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、

出土遺物としては、須恵質の甕・瓦器婉・瓦器小皿 。土師器小皿 常滑の甕 。東播系こねばちな

どの破片が出土した。

SD-3は 巾 4 3cm深 さ 1 5cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質上で、出土遺物としては瓦器の

破片が出土した。

SD-4は 巾 2 3cm、 深さ約 1 0cmを 浸1り 、SD-5は 巾 2 0cm前後、深さ約 5 cmを測る。 S
D-4・ 5の遺構覆土は紫灰色粘質砂でいずれも遺物は出上しなかった。

SD-6は 中 2 3cm、 深さ約 5 cmを測り、SD-7は 巾 2 2cm、 深さ約 5 cmを測る。さらにS
D-8は 巾 2 0cm、 深さ約 5 cmを測る。 SD-6・ 7・ 8の遺構覆土は紫灰色粘質土で、いずれ
からも遺物は出土しなかった。 SD-7・ 8については同じ間隔で湾曲していることから荷車な
どの轍跡ではないかと思われる。

SD-9は  幅 8 6cm、 深さ約 2 5cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺物としては
瓦婉器 。瓦器小皿・土師器小皿 。東播系こねばちなどの破片が出土した。平面図などから判断す
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るとSD-1と つながるものと考えられる。
SD-10は 巾 6 0cm、 深さ約 5 0onを測る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺物としては
瓦器婉・瓦器小皿 。土師器小皿などの破片が出土 した。

SD-11は 巾 34m、 深さ約 1 0cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質砂で遺物は出土していな
い 。

② 土   墳
SK-1は 短軸 5 0cm、 長軸 lm、 深さ約 4 0cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質上で出土遺物
としては、瓦器婉 。瓦器小皿の破片・平瓦なとが出土した。

SK-2は 短軸 6 0cm、 長軸 1 l nl、 深さ約 3 0cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、遺
物としては、瓦器の破片が出土した。

SK-3は 短軸 3 5cm、 長軸 6 8cm、 深さ約 1 5mlを測る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、遺物
は、瓦器の破片が出土した。

SK-4は 短軸 4 0cm以上、長軸 7 0on以上、深さ約 1 5cmを浸1る。遺構覆土は紫灰色粘質土
で、遺物としては、瓦器の破片が出上した。

SK-5は 短軸 6 0cm以上、長軸 800n以上、深さ約 1 5cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質土
は、瓦器の破片が出上したで,

SK-6は 短軸 600n、 長軸 1 4m、 深さ約 3 5cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質上で遺物
としては、瓦器などの破片が出上した=

③ 焼土墳群-1

SH-lAは 、短軸 400n、 長軸 2 1m、 深さ約 2 0cmを測る.遺構覆土は紫灰色粘質上で
炭が若干まじる.SH-lBは 、短軸 6 2cm、 長袖 1 7m、 深さ約 2 5cmを測る。遺構覆土は
暗紫灰色粘質上で焼けている土とと炭が固まってまじる。SH-lCは 、短軸 5 6cm、 長軸 2m、

深さ約 25o■を測る。遺構覆土は暗紫灰色粘質上で遺構底面は赤く焼けている。

焼土墳群-1ではSH-lCと SH-lAoSH-lBが それぞれ切り合っている。断面から

観察するかぎりSH-lCで 焼いたものをSH-lA・ SH-lBに 埋めたと考えられるっ

① 焼上壌群-2

SH-2Aは 、短軸 3 6on、 長軸 lm、 深さ約 2 0cmを測る。遺構覆土は紫灰色粘質上で炭と
焼土がまじる。 SH-2Bは 、短軸 3 0on、 長軸 6 0cm、 深さは約 2 0cmを測る。遺構覆土は紫
褐色粘質上で焼けている土と炭が固まってまじるc SH-2Cは 、短軸 2 0cm、 長軸 9 0cm、 深
さ約 2 5cmを測る。遺構覆土は紫褐色粘質土で焼けている土と炭が固まってまじる。 SH-2D
は、短軸 4 0cm以上、長軸 1 6m、 深さ約 2 5cmを測る。遺構覆土は紫褐色粘質土で炭を含み、

遺構底面は赤くやけている。焼土墳群 -2で もSH-2Dの みが焼成しており、他のSH-2A
oSH-2BoSH-2Cは 焼けた土や炭を処理するために掘削されたと考えられる。
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⑤ 建物跡及び柱穴列

sB-1は 梁間 3間、桁行 5間の建物跡で、柱間は梁間が 2.2m前 後を測り、桁行が 2.4

m前後を浸1る。

sB-2は 梁間 2間、桁行 3間の建物跡で、柱間は梁間が 2m前後を測り、桁行が 2m前後を

浸1る。SB-2で は建物内のJヒ側にSH-1が 存在しており、鋳造 (鍛造)関係の遺物がこの周

辺より出土していることから工房的な性格の建物と思われる。

SB-3は 梁間 2間、桁間 2間の建物跡で、柱間は梁間が 2.lm前 後を測り、桁行が 2 nl前

後を測る。 SX-2も SB-3の 関係する遺構と思われる。

SB-4は 梁間 2間、桁間 3間の建物跡で、柱間は梁間が 2m前後を測り、桁行が 2m前後を

測る。 SB-4の 南側と西側にSA-1・ SA-2が あるが、SB-4を 区画するための柵若し

くは塀ではないかと思われる。

建物跡の向きに関してはSB-1。 SB-2が 平行に建てられており、SB-3・ SB-4は

それぞれちがった向きを示している。このことから、SB-1。 SB-2は 同時期の建物である

ことが窺える。

SA-3は 柱穴の間隔および法量から建物跡の一辺ではないかと考えられる。

⑥ 不整形土墳

sX-1は 短軸 2 5m以 上、

灰色粘質土、下層は自色粘砂で、

遺物は瓦器婉・瓦器小皿の破片

が出上した。

SX-2が 調査区短軸 1 2

m、 長車由4 81n、 深さ約 20

olを測る。遺構覆土は紫灰色粘

質土で遺物は瓦器婉の破片が出

土した。

SX-3は 、短軸 7 0on、 長

軸 2.8m、 深さ約 2 5cmを測

る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、

遺物は須恵質の甕 。瓦器の破片

が出土した。

⑦ 鍬   跡
今回の調査では耕作土と床土

を除去した時点で多数の鍬跡が

長軸 3.5m以 上、深さ約 4 0cmを測る。遺構覆土は上層は紫

「

，

一

m

|  |

1区上層平面図 (鍬跡 )第 6図  東円寺跡 88年 一

-9-



検出できた。時期的には中世遺構のものであると思われるが、遺物が出土していないので年代に

ついては決めかねる。多方向へ鍬跡がのびてはいるが一定方向に向かっているものも見受けられ

る。

第 3節 東円寺跡 88年 -6区の遺構と遺物

① 溝

SD-01は 巾約 lm、 深さ約 3 5cmの溝状遺構である。遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺

物としては瓦器婉・瓦器小皿。紀州系羽釜・瓦質の甕・足釜の脚部など破片で出土した。

SD-02は 巾 lm、 深さ約 1 5cmの溝である。遺構覆土は茶紫灰色粘質上で、出土遺物とし

ては瓦器婉の破片などが出上した。

SD-03は 巾 3 0ol、 深さ約 2 5cmの溝である。遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺物とし

ては瓦器婉の破片などが出上した。ほぼ均一な深さと中であるが、調査区C' 1では扇状に遺構

広がりっており、一番中の広い箇所で 2 8mを 浸1る。遺構覆土は紫灰色粘質上で、出土遺物と

しては瓦器・土師器などの破片が出上した。また扇状に広がった箇所で土器溜りが検出されてい

るがこれについては『その他の遺構』でス、れることとする。

SD-05は 巾 7 0ol、 深さ約 4 5cmの溝である.遺構覆土は暗紫灰色粘質砂で、出土遺物と

しては瓦器婉・土師器小皿の破片が出土した。

SD-06は 巾 3 0cm、 深さ約 3 0onの溝である。遺構覆土は暗紫灰色粘質砂で、出土遺物と

しては瓦器・土師器の破片が出土した。

SD-07は 巾 25o■、深さ約 2 0cmの溝である。遺構覆土は暗紫灰色粘質砂で、出土遺物と

しては瓦器・土師器の破片が出土した。

SD-08は 巾 7 0cm、 深さ約 10o■の溝である。

片・緑青をあ、いた銭貨などが出土した。

遺構覆土は灰色砂で、出土遺物としては瓦

SD-09は トレンチAで検出した巾 6 0on、 深さ

約 4 5onの溝である。遺構覆土は茶灰色粘質上で、出

土遺物としては瓦器片が出上した。

② 土

SK-01は 長軸 7 5on、 短軸 6 8cm、 深さ約 6 cm

を浪1る土墳で、遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺物

としては瓦器片が出上した。

SK-02は 長軸 1 2 0cm、 短軸 60m、 深さ約
6 0cmを浸1る。遺構覆土は紫灰色粘質上で、出土遺物

としては瓦器の破片と板状の本片が出上した。
0            1m

ヒト ■―L「」

第 7図  SK-02平 面図・ 断面図 .
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④ 建 物 跡

sB-01は 梁間 2間、桁間 3間の建物跡で、柱間は梁間が 2m前後で桁行が 2.lm前 後を

測る。

sB-02は 梁間 2間、桁間 3間の建物跡で、柱間は梁間が 2m前後で桁行が 2.2m前 後を

測る。

⑤ 不整形土墳
sx-01は 長軸 1.9mを測り、短軸 9 5cmを測る不整形土墳で、深さは約 8 cmを測る。

構覆土は暗紫灰色粘質土で遺物としては、瓦器婉の破片が出土した。

sx-02は 長軸 2.4mを演1り 、短軸 6 5cmを測る不整形土墳で、深さは約 7 cmを測る。

構覆土は上層が多量に炭が混じった暗灰色粘質砂で、下層が暗灰色粘質砂で炭は混じらな
い。

土遺物としては、瓦器の破片が出土した。炭などの不要なものを埋めたものと考えられる。

⑥ その他の遺構

SE-01は 調査区C' 1で検出した土墳状の遺構で、長軸 9 0cm、 短軸 8 5cm、 深さ約 60

cmを測る。遺構覆土は茶紫灰色粘質上で、出土遺物としては、瓦器片が出土した。遺構の性格と

しては貯水が考えられそうである。

土器溜りは調査区C' 1の SD-3の 遺構内で検出した。土器が検出できた範囲は長軸 1.5

mを潰1り 、短軸 1 2mを 測る。出土遺物は瓦器婉・瓦器小皿・土師器小皿 。土師器婉・羽釜で

ある。なかでも瓦器婉は多量に出上している。遺物の埋積状態からみると、不要になった遺物を

一カ所にまとめてすてたのではないかと考えられる。さらに遺物と土器溜りの下層の上を除去 し

たところ、SB-02を 構成する柱穴を検出した。このことからSB-02が 倒壊若しくは廃絶

してから後に遺物が埋積したことが考えられる。

第 4節 東円寺跡 88年 -1区遺構の出土遺物

出土遺物は、瓦器婉・瓦器小皿・土師器小皿
。東播系こねばち・常滑の甕・須恵質の甕・羽釜

・紀州系羽釜 。瓦質の甕などの中世の日常雑器類である。遺物の時期については 8世紀から14

世紀初頭までの時期が与えられそうであるが、主流は 12世紀後半から14世紀初頭の遺物であ

る。以下個々の遺物について述べる。

① SD-1の 遺物 (第 8図 1～ 27)

1～ 19。 21は瓦器婉である。 1は外面にはナデ、ユビオサエを施し、内面はヘラケズリさ

れており、みこみに螺施状文がみうけられる。高台ははりつけてある。 2は外面にはナデ、ユビ

オサエを施し、内面はヘラケズリされ渦巻施状暗文がみうけられる。高台ははりつけてある。 3・

4は外面にはナデ・ユビオサエを施してあり、 4の高台ははりつけてあり、断面の形状は逆三角

連退

壼退

出
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形を呈す。 6は外面には

ナデ、ユビオサエを施す。

内面はヘラミガキがみら

れる。 5。 7・ 8。 9・

10・ 11・ 12は口縁

が残存している破片であ

る、いずれも外面はナデ

が施されており、内面は

ヘラミガキが施され、暗

文がみうけられる。 13
・ 14。 15・ 21は底

部の破片である。 16は

やや外反した口縁部を持

つ。 17は外面にもヘラ

ミガキの跡がみうけられ

る。 18は内面に螺旋上

の暗文 1み られる。 19

はやや薄手で器高が低い

20は平瓦で凸面、凹面

ともに調整痕はみられな

い。端部は荒いヘラケズ

リがなされているの 22

・ 23・ 24は瓦器小皿

で、 22は外面は口縁部
。体部をナデしてあり、

底部はユビオサエしてあ

く

≫

・

ヽ
Ｎ〔Ｎ

肛
―――
ル

一＞●
Ｉ
⇒
Ч
「
「
／
サ
　
　
　
“
、
「
、̈一プーーー
ー
「
‐「
一‐り
／／
ノ

ロ
渕
い
也
西
日
句

Ｓ
颯
引
■

一
―
の
∽
凶

一
購
田
養
＝
Ｅ
掻
　
国

∞

―――
晴
――

|

|
|

工

|Ｎ
＝

障

・

■
０

１１１
「̈
リ

ー
ー

，／

ノ

ト

る。内面はヘラミガキしてあり、暗文が見られる。 23は外面は口縁部、体部にナデを施してあ

る。やや橙茶色を呈しており、二次的な焼成をうけているものと思われる。 24は口縁部が両端

よりつまみあげたように湾曲している。外面は□縁部、体部がナデされており、底部はユビオサ

エがなされている。内面はヘラミガキされている。 25は土師器小皿で、外面、内面ともに指に

よる調整がなされている。 26は瓦質のこねばちで、口縁を含む破片である。 27は東播系こね

ばちである。
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② SD-2の 遺物 (第 9図 28～ 43)(第

SD-2の 出土遺物は

すべて破片であった。

28・ 34。 35は瓦器  、__L=ゴ 7 m
婉の底部である。 34は

みこみに暗文がみられる。

29ヘン32・ 36・ 37

は瓦器小皿である。 29

は口径 7 7 cmを測り、

内面にはヘラミガキが施

されている。 33・ 38

・ 39。 40。 411ま瓦

器婉である。 33・ 38

・ 39・ 40は底部が欠

損している。 41は外面

は体部にナデを施し、底

部はユビオサエしてある

42は須恵質の甕で、口

縁端部、日縁部外面、頚

部に調整がみられる。

43は紀州系の羽釜であ

る。□径は 3 1cmを潰1り 、

羽根部は欠損している。

44は須恵質甕の底部で

- 23

幸 31

、
===土
_二玉ア:  35

］鵬
　一

第 9図  SD-2出 土遺物

ヽ`、 、`
｀

1や
｀

第 10図  SD-2出 土須恵質甕  LT=J― ――・当
m

ある。外面に多方向への刷毛目が施されており、内面も丁寧なナデが施されている.断面の平均

厚みは 1 8 cm前後でしっかりとしたつくりの甕である。産地については確定できない.

③ SH-1の 遺物 (第 11図 45～ 60)

第 11図 45～ 60は 59の瓦器小皿を除いて、いずれも瓦器婉である。 49は外面に密なナ

デを施し、内面にもヘラミガキを施している。みこみには平行暗文が見られる。 45～ 48は口

縁、体部を外面にナデを施す。 47は外面にヘラミガキが見られる。 50～ 54も □縁、体部の

破片でいずれも外面にナデを施 してある。 53には外面にヘラミガキがみられ、 51には暗文が

みられる。 55～ 58は底部の破片であるが、いずれも底部の断面は逆三角形を呈す。 59は瓦

器小皿である。外面はナデを施し、底部はユビオサエしてある。 60はやや外反する口縁である。

彩

ー

/ヾ

44
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1曇TX=夕   ~「コ ノ:
れ、器高が著しく低い。        6    1 

ク ∞
~“

62は瓦器婉の底部の破

④ SX-1・ 2・ 3の遺物 (第 12図 61～ 65、 第 13図 66、 第 14図 67)
61は瓦器小皿である。            “ 一ヽ――

-1    /

す。 63～ 65は瓦器婉

の回縁部、体部の破片で

―

。1

がみられる。断面はやや厚手であ ト   ーーーー 1      ,

を。鼻経|:焼l憲脱を
'ヾ

f[え _ヽ_ニー Tノ  ＼墨多く

れ、底部は未調整である。平均厚

1[『:h鰯誓,F]｀ ホ餞
裏~:/i｀ T~

:『肝醤青Ёl:鯵:董 ＼、    |    ノ“

＼
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アヽ コzある。いずれも外面にナ    |×ハ  ヽ ｀一―
 ―   ク 53

デを施してある。66は      も`色生∠●o、      |

i::I幕:itii言 奪_ξI可＼毛ギ
~フ
 アで

,1ギltt■官面菅＼(1
ヽの つ ″ 、 /hlEl、 同 国 六

＼

モ 奎 之 乙     呂 喜 _Jmにナデを施してあり、外

第 11図  SH-1出 土遺物面底部にユビアサエの跡

ル4あ [λだ二よよ基畠占皐課で ＼〔LI::] ダ多/′:    マ丁二::三
二_ら′“は出土例がない。 67は須恵質の

「―F,す,+F―A甕の底部で外面は粗いナデが施さ
第 13図  SX-2出 土遺物

凱 輸 離 錮 咲 螂 ¨ ひ 乙

⑤ SE-1の 遺物 (第 15図 68～ 73)   
卜

「

下T+ギ
m

第14図  SX-3
出土遺物

|

第 12図  SX-1出 土遺物

70

第15図  SE-1出 土遺物
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68・ 69は土師器小皿である。内外

面にはユビナデがみられる。 69・ 70

は瓦器小皿である。 71は瓦器婉の底部、

体部の破片である。底部外面にはユビオ

サェがみられ、高台の断面は逆台形を呈

す。 72は紀り11系の羽釜の口縁部で、日

縁端部はやや内傾している。口径は25

4 cmを測る。

⑥ Pitの 遺物 (第 16図 74～ 87)

いずれも瓦器婉の破片である。 72は

底部の破片で、高台断面は逆台形を呈す。

74～ 79。 81～ 83・ 85は口縁、

体部を含む破片である。いずれも外面に

ナデ、ユビオサエを施し、内面にヘラミ

ガキを施す、 80は外面に密なナデがみ

られ、内面には螺旋暗文がみうけられる。

84は瓦器小皿であるが、口縁は外反し

ており、底部はナデを施してある。この

形態の小皿は東円寺跡での出土例はこれ

一点であり、搬入品であることを窺わせる。

―

~t74

/5

＼

こ ≡ ≡ ∃ 二 三 二 77。 。

ア
…

¬ 悧

⑦ SK-1遺 物 (第 17図 88-a・ 88-b)

88-aは 瓦器婉で、口縁、体部を含む破片である。やや薄

手である。 88-bは 瓦器小皿である。外面はナデを施し、底

部にはユビオサエがみられる。

▼ |「フ

て |フ

フ

フ

第16図  1区 Pit出 土遺物

0          5cm

―
第17図  東円寺跡88年 -1区
SK-1出 土遺物
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③ 土器溜りの遺物 (第 1

土器溜りの遺物はいず

れも瓦器婉である。 89

は外面に密なナデ、ヘラ

ミガキを施す。内面みこ

みには斜格子文がみられ

る。口径は 15.9 cmを

演1り、器高は5.3mを

測る。高台は外面端部に

ヘラケズリが加えられて

ある。 90は外面にナデ、
ユビオサエを施し、内面

にはヘラミガキが見られ

る。 91～ 94は底部の

破片で、その高台断面は

91・ 93が逆台形を呈

し、 92・ 94が逆三角

形を呈す。

8図 89～ 94)

Ｖ
ヽ
＼ ′

`ン

ヽ
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＼
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-1悧

第 18図  土器溜 り出土遺物
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95～ 100は瓦器婉の口縁部の破片である。 101は 瓦質の鉢の回縁部で、日縁外面はやや

内傾している。 102は 土師質甕の回縁部である。 103・ 105は瓦器婉底部の破片で、高台

断面は 103が逆台形、 105が逆三角形を呈す。 105は 高台を張り付けてある。 106・ 1

07は瓦器婉の口縁、体部の破片である。 108は 瓦器婉で外面にはナデ、ユビオサエがみられ、

内面にはヘラミガキが粗略ながらみられる。高台は張り付けてある。口径は 15 6 cmを 測り、

器高は 3.3 cmを測る。 109は 伊万里の染付皿で、外面に花丼文を配し、内面およびみこみに

草花文を配す。高台は蛇の目凹型高台である。耕土下面より出土した。 110。 111・ 112
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142は須恵質の鉢で、外面にタタキが施してある。

ある。 146・ 147は回縁外面が垂直であり、 14

150は瓦質の鉢で外面横方向へのナデがみられる。

第 6節 その他の出土遺物

① 常滑の甕

151は SD
-1で出上した

常滑の甕である。

出土状況は図版

第二の写真のと

おり破片が 1カ

所に固まって出

土した。復元し

たところ口径は

26 2 cmを測

る。各部の調整

については、外

面は口縁、頚部

が丁寧なユビナ

デが施されてお

り、肩部、体部にはいろいろなパター

ンの『印』が施されている。 (第 23

図拓影 1～ 4参照)ま た、体部中央ま

で自然釉がかかっている。内面には多

方向へのナデがほどこされてはいるが、

やや粗雑な調整である。焼成は良好で

堅くやきじめられている。内面が汚れ

ていないところから、水を貯蔵する甕

につかわれたものと思われる。

② ぶ、いごの羽口

6～ 149は東播系こねばちの破片で

149は口縁外面がやや内傾している。

14

8。

／
′
″
′
′
′
′
／
′
た
″

第22図  東円寺跡88年 -1区
SD-1出 土常滑甕

韓 11響 一
″
一
′
｝

〓‐一　一一一．̈一「一

lili:i
:、 1

第23図  常滑甕拓影

152はス、いごの羽口である。残存は長軸が 3.3 cmを測り、短軸が 3.l cmを測る。端部に

はガラス質が付着している。また煤も付着しており、自っぼく焼けている。
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③ サヌカイトの象1片

153～ 157はサヌカイトの剥片である。 153は 長軸 3.5 cm、 短軸 1.5 cm、 平均厚さ

o.5 cmを測る。 154は 長軸 3 3 cm、 短軸 2.5 cm、 平均厚さ 0.61111を測る。 155は 長

軸 3.3 cm、 短軸 2.l cm、 平均厚さ0.5 cmを測る。 156は 長軸 6 cm、 短軸 1 8 cm、 平均

厚さ0.7 cmを測る。 157は 長軸 1 4 on、 短軸 1.l cm、 平均厚さ0 2 cmを浪1る。

東円寺跡でのサヌカイト出土例としては外環状線の調査でサヌカイト製の石鏃が出土しており、

景1片などについては85年 -2区 。86年 -4区 。87年-1区・ 88年 -4区などから出上し

ている。これら東円寺跡で出土するサヌカイトの原産地については奈良県二上山周辺が想定され

る。

④ 石 棒

158は和泉砂岩製の石棒である。残存は長軸が 8 6 anを測り、短軸は 4 cmを測る。厚さ2

8 cmである。片側の端部は欠損している。残存している端部には使用痕が残る。使用目的は何か

をたたいたり、すりつスヾしたりするのに用いられたと考えられる。

⑤
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⑥ 平   瓦
160。 161は SK' -1出土の平瓦である。 160は 四辺がほぼ残存する平瓦で、長軸は
23 5 cmを測り、短軸は約 2 0cmを測る。平均厚さは 2 cmである。凸面凹面共にハナレズナを
施し、両側端部はヘラケズリしてある。色調は橙灰色を呈している。 161は 二辺が残存する平
瓦である。胎土はやや粗く、凸面凹面ともにハナレズナを施し、凸面にはナワタタキの跡がみら

れる。色調は茶灰色を呈す。

第25図  SH-1出 土平瓦

|]T― |:丁 IH

⑦ 渡 来 銭

A・ Bは開元通賓である。Aと Bはそれぞ

れが違った鋳型で鋳造されているらしく文字

の形や大きさが違う。Cは天稽通賓である。

このほかに元豊通賓が破片で出土している。

③ 金属片 (図版第 13DoE・ F・ G) 第26図  1区 出土渡来銭拓影
D以外の破片は、磁石を近づけると磁石にはりつくので鉄片であることが判る。Dは自っぱい

緑色を呈しており、気泡によるものと思われる穴が多数あいている。金属を溶かしたもののよう

である。 E・ Fはいずれも錆が全面に浮いており、鉄であることは確認できるが、どういった破

片なのかは判らない。ただ可能性としてスラグ (鉄滓)などが考えられる。Gは鉄釘である。

ｒ

レ

鼎
A
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第 7節 東円寺跡 88年-6区の出土遺物

東円寺跡 88年 -6区の出土遺物は、東円寺跡 88年 -1区の出土遺物とほぼ同じ状況で、瓦

器婉・瓦器小皿・土師器小皿
。紀州系羽釜・瓦質の甕 。足釜などの日常雑器である。遺物の時期

については 12世紀から13世紀までの時期が与えられそうである。以下個々の遺物に
ついて述

べる。

① 土器溜りの遺物 (第 27図～第 33図 162～ 242)

162～ 221はすべて瓦器婉の破片である。 162～ 167の瓦器については、外面にナデ

とユビオサエがなされ一部粗略ながらヘラミガキがなされてあるも
のもある。内面はヘラミガキ

されている。 162は 器

高 5mを測り、口径は 1

5 cmを測る。外面にはユ

ビォサエが密に施されて

いる。 163は 器高 5.

3mを測り、口径は 14.

3 cmを測る。外面体部に

ナデを施し、内面には平

行文が見える。 164は

器高 4.8 cmを浸1り 、口

径は 14 3 cmを 測る。

内面には密なヘラミガキ

が施されており螺旋文が

見える。 165は 回縁が

真上からみると楕円に近

い円である。器高は 5.

3mを測り、口径は 14

5 cm前後である。 166

は底部を除きほぼ完形で

残存しており、器高は 5

cmを測り、日径は 14.

3 cmを測る。 167は 体

部断面がやや厚くしっか

りとしたつくりである。

器高は 5.3 cmを測り、

日径は 15.6 cmを 測る。

第 27図

-21-
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外面はユビオサエの跡がめだつ。 168～ 171は底部のみの破片で、いずれもみこみに暗文が

見られる。 168・ 171に は斜格子文、 169。 170に は平行文がみられる。 172～ 18

3は 178を除き口縁 。体部・底部を含む破片である。 172は器高が 5 cmを漁1り 、口径は 13.

9 cm前後を測る。口縁はやや楕円で、外反している。外面底部はユビオサエが密に施されている。

173は器高が 5 2 cmを測り、日径は 13.l onを 測る。外面はヨヨナデののちていねいにユ

ビオサエがなされている。口縁はやや外反している。 174は 器高が 5 5 cmを 測り、口径は

17.3 cm前後を測る。□縁はやや楕円で、やや外反している。断面からみると薄手である。 1

75は器高が 5、 4 cmを測り、□径は 15.6 cmを 測る。回縁はやや外反しており、外面はナデ

が施されている。高台が他の瓦器婉と比べ大きくて径も大きい。 176は
□径は 16.2 cmを 測る。

外面はナデが施され、ユ

ビオサエが密である。 1

77は器高が 5.5 cmを

測り、回径は 14 8 cm

を測る。外面はユビオサ

エが密に施され、内面に

はヘラミガキがなされて

いる。 178は口径は 1

7.8 cmを測る底部が欠

損した破片である。外面

にはユビオサエがみられ

る。 179は 他の瓦器婉

と比べややこあヾりで、器

高が 4.8 cmを測り、口

径は 13.4 cmを 測る。

外反した口縁を持ち、□

縁外面にヨヨナデを施 し

てある。 180は 器高が

5.5 K Illを 測り、日径は

14.8o■を測る。日縁

はやや楕円で婉自体もす

こしゆがんでいる。外面

にはナデ 。ユビオサエの

他に粗略ながらヘラミガ

キの跡がみられる。 18

ン
/

＼

第 28図  土器溜 り出土遺物 (2)
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1は器高が 5 cmを測り、

日径は 14.5mを 測る。

外面に密なユビオサエが

施されている。 182は

器高が 5 cmを測り、日径

は 15。 7 cmを測る。や

や外反した回縁を持ち、

外面にはユビナデ・ユビ

ォサエが密になされてい

る。 183は 器高が 5.

8 cmを測り、口径は 16

cmを測る。やや外反した

回縁を持ち、外面にはナ

デとユビオサエのほかに

口縁の外面にはヘラミガ

キの跡が見える。内面に

もヘラミガキの跡が顕著

に見られる。

183～ 203はいず

れも口縁・体部を含む破

片で、底部 (高台)は欠

損している。 184は 口

径 13.2mを 測り、外

「

日
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劃
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レ
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図
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L
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レ
面はナデとユビオサエが施されている。 185は 口径 13.9 cmを 測り、日縁はやや外反してい

る。 186は □径 1 4cmを 測る。器高がやや低い。 187は 口径 1 5cmを測る。外面に切り合っ

たュビォサエが見られる。 188の 回径は 15 8 cmを 演1る。 189は 回径 16 5 cmを 浪1り 、

外反した口縁である。外面にはナデと密なユビオサエが施され、内面にはヘラミガキがみられる。

190は口径 16.3 cmを 測る。やや薄手な婉である。 191は 口径 14.2 cmを 測る。 192

は口径は 13.6 cmを 測り、外面には密なユビオサエが施され、内面はヘラミガキされており、

暗文がみられる。 193は口径 1 4cmを 測る。外面にナデ・ユビオサエが見られる。 194は 口

径 14.4 cmを 測る。外面にナデ・ユビオサエが見られる。 195は 口径 14.lmを 測り、口

縁はやや外反している。 196は 回径 15.8 cmを測り、外面にはナデ・ユビオサエが施されて

いる。内面には粗いヘラミガキがなされ、暗文もみられる。 197は 口径は 1 6cmを測る。外面

のユビオサエが密である。 198は 日径 14mを測る。 199は 口径 14 1 cmを測る。外反す

る日縁を持ち、外面はユビオサエが密になされており、内面も密なヘラミガキが施されている。
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ヽ

200は 口径 1 5cmを測

り、やや厚手である。 2

01は回径 15.5 cmを

測る。外面にナデ・ユビ

オサエを施し、内面にも

ナデを施す。 202は 口

径 15.8 cmを測る。朝

顔状に開いた回縁で、外

面にナデを施す。 203

は口径 16.4 cmを測る。
｀`

外面には密なヨコナデが

施されている。
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222は 円筒状の上師質の遺物である。

232～ 2

器種は不明である。外面にユビオサエの跡がみられる。

37は 23

5。 237

を除き瓦器

小皿である。

223は器

高 1.6 cm

を浪1り 、日  _ヽゴ 呻●´
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第31図 土器溜り出土遺物(5)外面にユビ   第32図  土器溜 り出土遺物 (6)

ナデ・ユビオサエを施す。 224は 器高 2 cmを演1り 、口

径は8.3 cmを測る。外面にユビナデ・ユビオサエを施す。 225は 口径 8.6 cmを測る。 22

6は器高 2 3 cmを測り、日径は 8.9 cmを測る。 227は器高 2.2 cmを測り、日径は8.9

釧を測る。やや厚手で底部が安定している。 228は器高 2.3 cmを測り、日径は8.6 cmを測

る。やや厚手で器高が高い。229は器高 2.

埠魯祟よ、F9=L器高ず:h:】「「戸
~丁
IttTス

m

ロ径 7 cmを測る。ややこぶりである。 231は
第33図  土器溜 り出土遺物 (7)
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器高 1.5mを 測り、口

径 8.9 Cmを測る。器高

が浅く、日径が広い。 2

32は器高 2 5 cmを測

り、日径 8.7 cmを測る。

形態的には 228・ 22

9と にている。底部外面

にはユビオサエが施され

ている。 233は 口径 9

0■を測り、器高は 1.5

cmを測る。器高が浅く、

口径が広い。 234は □

径 9 cmを測り、器高は 2

cmを測る。外面にユビオ

サエを施す。 235は土

師器の月ヽ皿で口径 9o■を

測る。 236は□径 9.

7 anを測り、器高は 2

2mを測る。やや外反し

た口縁を持ち、器高が浅

く、口径が広い。 237

は土師器小皿で□径 9

2 cmを測り、 器高は 1.

7 cmを測る。底部外面に

調整痕がみられる。

238～ 241は土師
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器の婉か皿と思われる。土器溜りからは図示した 4点が出上した。法量や形態に若千の差異がみ

られるものの、底部には糸切り痕がみられる。周辺での出土例はなく搬入品であることが窺える。

242は瓦質の甕で、口縁と頸部の破片である。日径は 22 6 onを 浜1り 、頸部内面にナデを

施す。

② SD-01の 出土遺物 (第 34図 243～ 262)

243～ 252・ 254～ 257は瓦器婉の破片である。 243は 口径 15.9 onを 演1り 、器

高 4.4 cmを測る。外反する口縁を持ち、やや平らな形で、高台の断面は逆三角形を呈す。外面

は密にナデ 。ュビォサェが施され、内面にはヘラミガキが施されている。内面みこみに平行文が

、
「
洲
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見られる。 244は底部と体部の残存した破片で、 245は 日縁と体部の破片である。いずれも

外面にはナデ・ユビオサエが施され内面にはヘラミガキがみられる。 246は口径 15.3 cmを

沢1り 、奇行 4.7 cmを測る。外面は密にナデ・ユビオサエが施され、内面にはヘラミガキが施さ

れている。 247は 回径 15.6 cmを 測り、器高 3.2 cmを測る。やや外反する口縁を持ち、器

高が低く平らな形である。外面はナデ・ユビオサエが施されている。 248・ 254は底部の破

片である。 249～ 252・ 255～ 257は 日縁と体部の破片である。いずれも外面にナデ・

ユビオサエを施す。口径は249が 14.7 cm、 250が 14.7cm2 5 1が 14 3m、 25

2が 1 5   8 cm、  2 5 5が 1 3.  6()m、  2 5 6が 1 4.  8 cm、

275が 15 3mを それぞれ測る。 253は瓦質の甕の口

縁である。 258は瓦質の足釜の脚部である。 259は瓦器

小皿であるが、口縁が両端よりはさみこんだように湾曲して

いる。この形態の瓦器小皿は隣接する東円寺跡 88年 -1区

でも出土しており、意図的に口縁を曲げて作られていること

が考えられ、使用目的が他の瓦器小皿と異なることも考えら

れる。 260は紀り11系羽釜の回縁とおもわれる。口縁内面に

一条の沈線がみられる。外面は頸部にていねいなユビナデが

施されている。口径は 25.3 cmを測る。 261・ 262は

いずれも瓦質の甕の口縁である。口径は261が 30.5 cm

を測り、 262が 26.4o■を浪1る。いずれも胎土は良好で

ある。

i_T― T―T―.Jttm

第35図  SD-03出 土遺物(1)

ノ
|…
…6図 264)第 36図  SD-03出 土遺物 (2)

P0118出 土遺物  ≒す¬ギ
m

7 cmを測る。

③ SD-03の 出土遺物(第 3
263は 口径 15.4 行
cmを演1り 、器高 5 7 cm

を測る。やや外反する口

縁を持ち、外面は密にナ

デ・ュビオサエが施され、

内面にはヘラミガキが施

されている。内面みこみ

に平行文が見られる。 26

第37図

4は白磁の碗で回径は 15.

Ъ

Ｉ

④ P0118の 出土遺物 (第 37図 265)

265は瓦質の甕の破片で、体部の破片と思われる。

面にはユビナデが施されている。

/

二__ノ
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外面には多方向への刷毛目がみられ、内



第38図  SK-02出 土木片

⑤ SK-02の 出土遺物 (第 39図 266)
266は SK-02で 出土 した板状の木片である。長軸は 52.7 cmを測り、短軸は34.2
cmを測る。平均厚は 2.5 cmを測る。SK-02に 何かを埋めてその蓋として使用したことが、
考えられる現時点ではいずれはとも決しがたい。
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⑥ 包含層の出土遺物 (第 40・ 41・ 42図 26

267は青磁碗である。みこみには花文と渦巻

き状文を酉己してある。高台径は 5 cmを図る。 26

8は伊万里の染付碗で床土内より出土した近世の

遺物はこの 1点のみの出土である。外面には草花

文を配し、呉須の発色が淡い。 269。 270は

白磁の碗で、 271・ 272は青磁である。

273・ 275ヘン285。 289-291・ 2

94。 232は いずれも瓦器婉の破片である。い

ずれの瓦器婉も外面にナデ・ヨヨナデ・ユビオサ

エ等の調整などがみられ、一部内面にヘラミカキ

が施されているものもある。 292は やや厚手で

口径は 13.9 cmを 浪1り 、器高 4.6mを 測る。
第39図  6区 包含層出土遺物 (1)

302は 日径 15.l cmを 演1り 、器高は 4 2 cmを測る。外面は比較的密なユビオサエが施され

ている。 274・ 295～ 301は瓦器小皿である。 274は 口径が 8.l onを測り、器高は 2.

4 cmを測る、やや器高が高い瓦器ノlヽ皿である。口縁外面にナデを施し、底部はユビオサエを加え

てある。 295は 口径 7.3 cmを測り、器高 1.l cmを測る。底部は平坦で、外面はナデを施し

てある。 296は □径 6.8 onを測り、器高 1 l cmを測る。調整は読み取れない。 297は 口

径 7.6o■を測り、器高 1.3 cmを測る。やや外反した□縁をもち。外面はナデを施してあり、

内面には若千のヘラミガキがみられる。 298は 口径 8 9 cmを測り、器高 2 cmを測る。外面は

ナデ・ヘラミガキを施してある。 299は 口径 8 6 cmを測り、器高 1.6 cmを測る。外面にナ

デが施されている。 300は 口径 8.9 cmを測り、器高 2 cmを測る。外反した□縁をもち、外面

にはナデ・ユビオサエを施してある。内面には密なヘラミガキを施してあり、堅綴である。 30

1は口径 9.2 cmを測り、器高 1.6 cmを測る.外面にはナデ・ユビオサエが施されている。

286・ 287は紀州形羽釜の口縁である。口径は286が 29.2 cmを沢1り 、 287が 30.

3 cmを測る。 288は東播系こねばちの回縁である。口径は 3 1cmを測る。 293は土錘である。

303は羽釜の体部であるが羽根部が欠損している。

304は須恵質の甕の破片で、体部のものと思われる。外面にタタキを施す。 305～ 308

はいずれも足釜の脚部である。 309は瓦質の甕の破片で、体部のものとおもわれる。Pitl

18で出土したものと同形態のものである。 310は須恵器の杯の破片である。 311は須恵器

の破片であるが、高杯の脚部であろう。 312～ 316は須恵器の甕の破片で、体部の破片であ

る。 312・ 314は外面に多方向への刷毛目がみられ、内面にはユビナデがていねいになされ

ている。 313は 内外面共に多方向への刷毛目が施されている。 315。 316は外面に多方向

への刷毛目が施されている。 317・ 320・ 321は須恵質の甕の破片出、日縁である。残存

しているところが少ないために反転復元できない。 318・ 319。 322は須恵質のこねばち

7～ 32
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第40図  6区 包含層出土遺物 (2)
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第41図  6区包含層出土遺物(3)



でぃずれも東播系のものとおもわれる。 323は土師質の甕の口縁である。

⑦ 出土瓦 (第 43図 324～ 332)

東円寺跡 88年 -6区においても数片の瓦が出上している。

324は一辺のみが残存する平瓦の破片で凸面にハナレズナを施す。平均厚さは 3 cm前後であ

る。 325は二辺が残存する平瓦の破片で、凸面にタタキが見られる。平均厚さは 2 8 cm前後

である。 326は一辺のみが残存する丸瓦の破片で凸面にタタキが見られ、凹面にはヘラケズリ

が見られる。平均厚さは 2 cm前後である。 327は二辺が残存する平瓦の破片で、凸面にタタキ

が見られる。平均厚さは 2 cm前後である。 328は周縁のみが残存している軒丸瓦の破片である。

329は平瓦の破片である。厚さは 3 2 cm前後を沢1る。 330。 331は一辺が残存する丸瓦

の破片である。平均厚さは330が 1.3 cmを測り、 331が 1.5 cmを測る。 332は二辺が

残存する丸瓦の破片で、中は 13.7 cmを 測り、厚さは 1.8 cmを測る。

fT~~

′ i

夕

第42図  6区 包出土瓦
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第 3章 ま と

東円寺跡 88年 - 1区 と6区の調査結果については前i/1Nの とおりである.今回の調査では東円

寺の発掘調査というよりも、寺を支えていた経済基盤である集落についての調査であり、中世の

熊取荘野田村における集落のようすをlB間 見る結果となった。今後も資料の蓄積がさらに必要で

あるが、今回の調査で知り得たことをすこしまとめておきたい.

東円寺跡 88年 -1区においては、検出した遺構の多さもさることながら、建物跡を 1基検出

てきた. SB-1は 一番大きな建物は 5間 X3間以_Lと なり、lFi立柱建物としてはかなり大きな

建物である「
SB-2て は建物内で火を使用した痕跡があり、遺構の周辺より鋳造関係の遺物が

出上しており、何らかの形で鋳造 (若 しくは鍛造)を実施していたと考えられる.:し かし鋳iと と

いっても大規模なものではなく、鋳型などの遺物も出上していないことから、鋳造 (若 しくは鋳

造)と いっても極めて小規模な工房であり、鍛治師や鋳物師によるなど農具や工具の修理・製造

なとを行っていたと考えられる.ま た、当該地及びluFl辺 の小 :す:名がたたり。たたらであることか

ら鋳造に関係する地名であると思われるが、遺構自体を検出しなかったので、当該地との関係に

関しては今後検討する必要がある.そのほかに建物跡については、建物を構成する柱穴が並ぶ方

位が一定の方位を示すものとそうでないものがあり、建物跡の存在した時期に時期差があるもの

と判断した 東円寺跡 88年  6区において検出したSB-01は SB-1・ SB-2と 同じ方

位を示しており同時期である建物ではないかと考えられる.

出土した遺物も奈良時代の須恵器から近世の伊万里染付まで出上し多様であるか、量的に多い

のは 12世紀後半から1.1世率己初頭の遺物である=在地で生産された遺物 (主に和泉型の瓦器婉

なと)のみな 1,ず、各地からの搬入品であるところの常滑の甕 。東播系こねばち。紀州系の11釜

を使用しており、常滑の甕 。東播系こねばちについては、 12世紀中頃に搬入され、消費されて

いたことが窺える(ま た、占磁 。自磁といった輸入品 (中国製陶磁器|を使用していたことか確

認でき、開元通賓、元富通賓、天帽i重賓などの唐銭や宋銭などの渡来銭も少量であるが出上して

いる[これらの出土遺物については泉南の各遺跡でも出土しているものもあり、また出土例のな

いものもある.し 今後はこれらの遺物について検討し、中世における流通を考察する手段として活

用する必要があるのではなかろうか.

当該地での上地利用の形について総合的に判断すると、 8世紀頃から人の生活 l■lと なり、 12

世紀後半には集落の一部を形成し、集落としては比較的豊かであった. 14世紀初頭には集落は

消滅するが、その理由としては集落の移動、集落の放棄などが考えられる,そ して居住地である

集落から生産の場である耕作地として転換されて、現在に至るのではなかろうか,

今回の調査で得られた知見は多いが、まだまだ解明できない部分は多いc今後さらに周辺での

調査結果の蓄積を持って、何らかの形で報告をおこないたい。

め
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第 4章  東円寺跡 88年-2区の調査

第 1節 調査に至る経過

熊取町大字野田2314番 地において、くまとり泉州興産株式会社が盛 ll工事にともなう擁壁

工事を計画し、昭和 63年 5月 31日 付で文化庁にJl木工事に伴う埋蔵文化在の発掘届出書が提

出された,これに基づいて遺跡の取り扱いについて、熊取町教育委員会とくまとり泉州興産株式

会社で協議を行ったが、遺跡の重要性に鑑み、擁壁工事によ r)て遺構が破壊される恐れ
のある部

分について、調査を実施すること:ま た今後は具体的に構造物などの建築の計画がされた時点で

協議を実施することで合意した[

: 「LttL劃

第43図  東円寺跡88年 -2区 平面図

第 2節 調査の結果

調査を実施した地点は、小字名では堂の後と呼ばれる地点であり、東円寺跡 85年 -2区の東

端に接する地点である=現状は水田で、地表面のレベルは周E4」の水田より、約 3 0onほ と高く標

高は 371n前後を浸1る .調査は調査地内の擁壁工事を実施する箇所に巾 1 5 nl、 長さ 13111の

トレンチを設定して実施した :

層序は単調で約 2 0oHの耕 llを除去すると 25(Inliの遺物包含層が確認され地山に至る 検出

した遺構としては、溝を 2条、II穴を 9基、 11墳を 1基検出した[遣構は平均に浅井ものて地山

に直接掘り込まれている[

出土した遺物はすべて破片で、瓦器婉・瓦器小皿・土師器小皿
。東播系こねばち・羽釜などが

出上した。 333は 羽

釜の口縁部である。□

径は2飢 5mを測るこ/
334は瓦器小皿であ /

る 。 器 高 は L ttmを
、 II::Z4    障 可 ~+丁 可

=ゴ

Cm

浸1り 、口径は7.7 cm       
第44図  東円寺跡88年 -2区 出土遺物

を測る。やや外反する□縁を持つ.

当該地では狭小な面積の調査ではあったが、遺構を多く確認し、未調査の部分に関しても建物

跡などの遺構が検出れる可能性を提示した。東円寺の推定寺域までの 50mの地点にあるため、

今後は具体的な建築計画に伴って、調査実施が必要である。

%

-7
1｀
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付 編 東円寺跡 88年 -1区・ 6区出土の中世遺物について

① は じ め に

東円寺跡における発掘調査も大阪付教育委員会によって、 1983年 に外環状線の建設に伴う

調査を初めて実施されてから5年目を迎えた。この 5年間に大阪府教育委員会と熊取町教育委員

会が調査した調査区 (註 1)からの出土遺物の量は破片も含めて、コンテナにして約 40杯ほど

の量となった。

調査を実施するたびに感じるのは、中世の日常雑器類の多さである。これら日常雑器には器に

は器種毎の使用目的といくつかの組み合わせが想定されるが、その中でも瓦器婉が量的にもめだ

って多いことから大量に消費されていたことが推察される。また、土師器小皿や瓦器小皿などの

遺物についても同様である。瓦器婉については畿内で多量に出上しており、それ故に研究自体も

進み、産地や分布圏によっていくつかのタイプに別れ、編年もほぼ確立されている。 (註 2)

熊取町域において既往の調査で出上している瓦器婉についてはそのほとんどが『和泉型』と称

されるものであるが、熊取町に隣接する貝塚市においても王子遺跡の発掘調査に伴い、勝浦康守

氏によって『貝塚市出上の瓦器編年試案』として報告されている。 (註 3)

本稿では、今回調査を実施した東円寺跡 88年-1区 。6区の出土遺物である瓦器と瓦器小皿

と土師器ノ1ヽ皿について検討するが、検討の方法は出土した瓦器婉に対して、 5 mm単位で口径・器

高を階級化し、調整の差異を観察し、

一調査区における時期の上限と下限

を求めた。また、土師器小皿及び瓦

器小皿についても瓦器婉と同じ方法

にて変化を追い、一遺構内から瓦器

と共伴して出上した例を用いて時期

を観察することとした。なお、時期

区分などについては『貝塚師出土の

瓦器編年試案』に従った。 (註 4)
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第 1表 東円寺跡88年 -1区 。6区出土瓦器小皿の口径と器高
② 東円寺跡 88年 -1区・ 6区出上の瓦器坊について
東円寺跡 88年 -1区 。6区で出土している瓦器婉の口径は 17.l cm～ 12.3 cmの 間に分

布し、器高は5.8硼～ 2.6 cmの間に分布する。時期についてはⅡ-2期～Ⅳ-1期までのも
のが存在するのではなかろうか、Ⅱ-2期 としての出土例として東円寺跡 88年 -6区の土器溜

り (164・ 165)があげられる。土器溜りからの出土遺物は一括資料としては良好なもので、
出土した瓦器婉の法量をみると最大口径は 17.3 cmを 測り、最小口径は 13.3 cmを測る。器

高については、最大器高 5.8 cmを測り、最小器高は4.7 cmを測る。口径 14.l cm～ 1 6cm、

器高 4.6 cm～ 5.5 cm前後のものがグルーピングできるのではなかろうか。調整は、外面はナ
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デを施し、体部、底部にユビオサエを施すも

のと外面にヘラミガキが粗略ながら施される

ものもあり、全く施されていないものもある。

内面はヘラミガキが圏線 ミガキも施されてい

ることから、土器溜りの瓦器はⅡ-2期～Ⅲ

-1期にあたるものと考える。

IV-1の出土例としてはSD-1(2・ 3

・ 4・ 6)があげられる。□径 14 0(m～ 出土瓦器塊の口径

15.5 cmに 分布し、器高は3.9m～ 4.8 cmに分布する。内面にわずかにヘラミガキが残り

高台断面は逆三角形を呈し、はりつけたような高台である。

③ 東円寺跡 88年 -1区 。6区出上の瓦器小皿・土師器小皿について

東円寺跡 88年 -1区 。6区出

土の瓦器小皿は全部で 45点、上

師器小皿が 5点である。量瓦器小

皿については 2種類のバリエーシ

ョンがみられる。まず口径が 7.

5 cm～ 9 cm、 器高 1 1～ 2.5

cmでやや外反する口縁を持ち、外

面には 1条のナデが施されており、

底部はユビオサエが密になされて

いる。内面には粗略なヘラミガキがなされているものがある.6区土器溜りからの出土である。

もうひとつは前述のタイプよりややこバくりで回径が 7 cm～ 9 cm、 器高 1.2 cmで、外面には 1条

のナデが施されており、底部はユビオサエがほどこされてはがややあらく、内面には圧痕などが

みられるものである。時期的には前者がⅡ-3期にあたるようであるが後者はいずれとも定かで

ない。

土師器小皿については回径 7.6 cm～ 9.5 cm、 器高 1.l cm～ 2 cmに分布しており、外面お

よび内面にめだった調整の跡もなく、圧痕が共通して存在する。 SE-1か らの出土である。

④ ま と め

紙数と整理期間に制約があるため、東円寺跡 88年 -1区・ 6区の出土瓦器婉については時期

の上限と下限について述べるのみになったが、今後の課題としては既往の調査の資料も含めて東

円寺跡出上の遺物の検討を実施し、熊取町での中世遺物について編年作業を実施するつもりであ

る。
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藤沢真依  『東円寺跡発掘調査概要報告書・ I』  1983年 3月  大阪府教育委員会
芝野圭之介  『東円寺跡発掘調査概要報告書・Ⅱ』 1984年 4月  大阪府教育委員会
佐久間貴士・井田匡  『東円寺跡 。小垣内遺跡発掘調査概要報告書・Ⅲ』 1985年 3月

大阪府教育委員会

松村隆文・森屋直樹『東円寺跡発掘調査概要報告書 。1』  1986年 3月  熊取町教育委員
井田匡  呻に取町遺跡発掘調査概要報告書・ I』  1987年 3月  熊取町教育委員会
井田匡  『熊取町遺跡発掘調査概要報告書・Ⅱ』 1988年 3月  熊取町教育委員会
井田匡  『東円寺跡跡発掘調査概要 。Ⅱ』 1988年 9月  熊取町教育委員会

橋本久和  「中世土器の研究J『中近世土器の基礎研究』 1985年 10月

熊取町教育委員会

勝浦康守  『王子遺跡発掘調査概要Ⅲ第 3次調査』 1986年 3月  貝塚市教育委員会

4

勝浦康守氏は時期区分および、その実年代観については鈴木秀典氏の分類に基づいている。鈴

木氏は瓦器婉の流れを I～ V期に大きく分け、Ⅱ～Ⅳ期を各々 3小期に細分 している。また、実

年代観については、 I期を 11世紀中葉から約半世紀間、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ期を 12、 13、 14世紀
とし、V期を 15世紀前半に想定 しているようである。
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